
緊急議会報告会

古賀市議会議員 ぬま健司

２０２０年９月２６日（土）
千鳥南区公民館 午後３時～午後４時３０分
花見東２区公民館 午後７時～午後８時３０分



新型コロナ対策

報告①





古賀市のコロナ対策予算総額 ７２億７０００万円（９月時点）

国の予算
６５億５千万円

特別定額給付金 ５９億８８００万円

子育て世帯臨時特別給付金 ９３００万円

市独自の予算
７億２千万円

財源は国の

地方創生臨時
交付金

小規模事業者緊急支援金 １億円

中小企業等応援金 ２億４０００万円

温泉施設改修費 ５２００万円

新生児特別定額給付金 ４３００万円

児童扶養手当受給世帯支援金 ３３００万円

キャッシュレス推進委託 ３０００万円

中３タブレット ２５００万円

実績 ８３９０万円

実績 １億６３９０万円



ＰＣＲ検査

インフルエンザ予防接種

免疫力アップ

地域のつながり



薬王寺温泉施設
改修５２００万円

報告②



５月中旬

温泉経営
者から旅
館業の休
業報告

８月３日

３役査定
で改修費
補正予算
５２００万
円を決定

９月３日

補正特別
委で減額
修正案提
出。

９月１８日

５２００万
円を含む
補正予算
案が反対
３、賛成１
５で可決

１１月下旬

５０００万円
で設計施工
一括発注。
改修工事開
始。１２客室、
大浴場、大
広間など
1500㎡。

２００万円は
所有者へ家
賃。

設計完成後

同様の施設
を管理運営
している業者
に見積もり

見積もり後

見積を参考
に２０２１年
度以降の管
理運営費を
検討

来年３月

改修後の施
設の管理運
営費を予算
案議会提出

予算可決後

５年契約

家賃収入で
管理運営費
を賄う。赤字
は市が負担



コロナの影響で休業した旅館施設を改修
サテライトオフィス、シェアオフィス、テナント

地方回帰を古賀市に呼び込む

地域資源を活かす、関係者との協議なし
２ヶ月半で三役会で決定

５２００万円は国の交付金を活用

施工設計を一括発注
設計結果を見て管理運営費を見積もる

建物を先に整備する

管理運営費は家賃収入で賄う
市が実施主体なので赤字は市が負担
管理運営費は来年度予算で示す

誰でも考える安易な発想
市場調査がない

地域住民とのつながりがない
市役所内の一部で決定
国のお金に依存

ハコモノを先行

見通しから維持費を考えるの
ではなく、施設規模から算定

昨年の「道の駅」の教訓
赤字を生み出す悪しき手法

議会にも責任



どう思いますか？

何ができますか？



公共交通

報告③



公共交通網形成計画を策定したが・・・
古賀市の移動手段は改善されるだろうか？

９月末で廃止



公共交通の５年後の目標と

スケジュール

利用者員数２５万人目標は放棄？

交通空白対策の具体化は？

２０１８年度 ２５万 ６３人
２０１９年度 ２２万７４４４人



「公共交通ネットワークの問題を考えるに当たって重要な
ことは、１００人いれば１００通りのニーズがあり、万人が
完全に満足できる形を作ることは不可能である。多様な
ニーズの調和点を見出し、地域社会の最適解を導くしか
ない」・・・新たな計画を策定した意味を理解していない

「市民の皆さんには現に存在する公共交通ネットワーク
にライフスタイルをあわせて利用するということを念頭に
置いていただきたい」・・・利用しにくい現状をどう思うのか

公共交通に関する田辺市長の発言



第５次総合計画

報告④



１１月

９月 ４月９～１０月

２０２０年 ２０２１年 ２０２２年

７～１０月

５～６月

１～２月

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
作
成

第
５
次
総
合
計
画
始
動

基
本
構
想
案
の
議
会
上
程

Ｔ
Ｍ

４～５月

意
見

７月

大
学
生

５～６月

審
議
会

１０～３月

Ｐ
Ｃ

詰め込み

市民意識とのズレ

熟議の不足

置き去り気味な

コロナ教訓とＳＤＧｓ

行
政
経
営
シ
ス
テ
ム

再
構
築
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
導
入

１０～？月

審議会まで４ヶ月
議会上程まで１１ヶ月

１月～７月



策定の１年延期

市民意識調査

ワークショップ

ＳＤＧｓ講演会


